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カーボンナノチューブ（ＣＮＴ）を
利用したＣＮＴガスセンサ by J. Li et al.

カーボンナノファイバー（ＣＮＦ）を
利用したバイオセンサ by M. Meyyappan et al.

電極幅１０μｍ、電極間隔８μｍの櫛歯電極上に、ＣＮＴが
電極間を交差するように、溶液に浮遊させたＣＮＴを滴下さ
せる。統計的に十分な数のＣＮＴが電極間を交差すれば、
ＦＥＴ型のガスセンサと同様に、このデバイスはガスセンサ
として働く。

１．Ｓｉウェハ上に、電極としてＴｉまたはＷを成膜
２．ＣＮＦの触媒となるＮｉ、Ｃｏ、ＦｅまたはＰｄをスパッタ
３．プラズマＣＶＤにより、ドット状の触媒上に、ＣＮＦ
（直径：５０－７０ｎｍ）が、垂直に整列した状態で成長
４．ＣＮＦ間を電気的に絶縁するため、熱ＣＶＤでＳｉＯ２
を堆積後、ＣＭＰにより表面をフラットにして、ＣＮＦの
端をわずかに露出
これらの端が、プローブ分子として機能する。

別紙 １


